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生涯学習開発財団 活 動 紹 介

財
団
助
成
事
業  

ア
シ
ョ
カ
・
ジ
ャ
パ
ン 「
ユ
ー
ス
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
発
表
会 

報
告

　

生
涯
学
習
開
発
財
団
が
助
成
す
る
事
業
の
ひ
と
つ
、

ア
シ
ョ
カ
ジ
ャ
パ
ン
が
主
催
す
る
『
ユ
ー
ス
ベ
ン
チ
ャ

ー
第
１
回
発
表
会
』
が
、
10
月
２
日
と
９
日
の
両
日
、

政
策
研
究
大
学
院
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
ユ
ー

ス
ベ
ン
チ
ャ
ー
は
、
12
〜
20
歳
の
若
者
が
社
会
問
題
を

見
つ
め
自
ら
そ
の
解
決
に
取
り
組
む
機
会
を
与
え
る
こ

と
で
、
将
来
の
社
会
起
業
家
を
多
く
排
出
す
る
土
壌
づ

く
り
を
目
的
と
し
て
い
る
。責
任
者
の
渡
邊
奈
々
氏
は
、

震
災
復
興
に
寄
与
す
る
た
め
、
２
０
１
６
年
ま
で
に

８
０
０
組
２
０
０
０
人
規
模
の
ユ
ー
ス
ベ
ン
チ
ャ
ー
立

ち
上
げ
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
述
べ
た
。

　

高
校
生
、
大
学
生
た
ち
に
よ
る
社
会
を
変
え
る
た
め

の
プ
レ
ゼ
ン
は
、
予
想
以
上
に
多
彩
だ
っ
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
参
加
促
進
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
制
度
。
留
学
生

と
の
交
流
を
促
進
す
る
カ
フ
ェ
。
無
料
の
塾
構
想
。
フ

リ
ー
ダ
イ
ビ
ン
グ
に
よ
る
心
の
病
改
善
。
竹
製
の
自
転

車
づ
く
り
ツ
ア
ー
で
離
島
を
活
性
化
す
る
案
。
ペ
ッ
ト

の
殺
処
分
を
無
く
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
…
…
な
ど
な
ど
。

５
月
22
日
キ
ッ
ク
オ
フ
、
７
月
２
日
参
加
申
し
込
み
か

ら
わ
ず
か
３
カ
月
に
も
関
わ
ら
ず
、
会
場
の
各
分
野
の

プ
ロ
さ
え
舌
を
巻
く
プ
レ
ゼ
ン
が
続
出
し
、
会
場
の
ほ

ぼ
全
員
が
協
力
し
た
い
と
手
を
上
げ
た
シ
ー
ン
も
。
理

由
は
そ
の
姿
勢
に
あ
る
。
利
益
の
た
め
で
も
名
声
の
た

め
で
も
な
く
、
社
会
の
問
題
を
解
決
し
た
い
と
純
粋
に

取
り
組
む
姿
勢
が
、
出
席
者
の
心
に
響
い
た
。

　

生
涯
学
習
開
発
財
団
で
は
、
学
校
や
家
庭
な
ど
周
囲

へ
の
波
及
も
含
め
、
将
来
の
社
会
貢
献
す
る
人
材
育
成

の
た
め
に
効
果
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
と
判
断
し
、

ユ
ー
ス
ベ
ン
チ
ャ
ー
事
業
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

外見はいたって普通の高校生や大学生が、プロ顔負けの心に響くプレゼンをする。長時間の発表会にも関わらず退屈そうな人は皆無だった。

この日はNHKの取材カメラが入り、若者たちの志とその表情を追った。 東京の高校生と大阪の大学生が共感し遠距離で取り組む。

各分野のパネリス
トから改善点や今
後の展開に活かせ
るヒントもたくさ
んもらった。

アショカ本部を代表して挨拶をするエイ
ミー・ノイバウア氏（左）と、事業責任者
の渡邊奈々氏（上）は、財団のLLメンバー
ズ交流会にもご参加くださった。
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